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論 文 内 容 の 要 旨
近年 になって,日 本においても失語症に対す る言語治療の重要性が認め られ るようになってき
た。 しか し言語治療 の歴史はまだ浅 く,解 明されて いない分野が依然 として多 く残されている。
本研究は失語症者の短期記憶障害 を構造的 に明 らかにす ることによって,記 憶 に関する残存能力
を検討 し,こ の能力を言語訓練に応用することを目的 としたものである。方法 として,失 語症に
由来す る発話障害によって影響を受けない反応形式である再認法 を採用 し,実 験心理学的に検討
を加 えた。
第1部,第1章 では失語症の言語臨床の実際をデータに基づいて分析 した。失語症の定義 症
状,分 類,訓 練について簡単に言及 した後,基 礎研究 として失語症者99例の症状改善 を縦断的
に検討 した。その結果,標 準失語症検査成績を指標に した ところ,6-12ヵ 月で成績が頭打ち
になる ことが明らかにされた。次に言語臨床で用い られる訓練技法の内容を31!例を対象 に検討
した結果,刺 激法を中心 にした伝統的アプローチ と,障 害 された特定の要素を取 り出して訓練す
る要素的アプローチが対象患者 の80%に実施 され,一 方,ジ ェスチ ャー,描 画等 の非言語的ア
プ ローチは30%であった(重 複有 り)。言語治療士は訓練法の選択 に際して,言 語 または非言語
アプローチのどち らを採用す るか,訓 練対象 を特定 の言語機能 に絞るか またはコミュニケーシ ョ
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ン全般にするか,と いった観点か ら訓練法 を選択していることが明 らかになった。 しかし,言 語
機能以外の認知能力を応舟 した言語訓練は殆 ど試み られていなかった。 このような残存能力の活
用は新 しい言語訓練法を考える上での重要な手がか りになると思われた。
第2部 では失語症の記憶障害を構造的に分析 した。まず第2章 では,失 語症者の記憶障害に関
する従来 の知見 をまとめた後,本 論文の 目的は,失 語症者の記憶障害の構造を明らかにし,そ こ
か ら残存機能を検討することによって,失 語症 に対する新 しい訓練法を開発す ることである点が
説明された。第3章 では,失 語症 における短期記憶 と長期記憶の検索の障害について検 討した結
果,失 語症者は記憶検索 において音韻的符号に比べ視覚表象を利用する能力の方が残存 している
ことが示唆された。第4章 では,記 銘材料 を有意味なものに限定 し,失 語症の語音,文 字,絵 の
短期保持能力を比較検討 した。その結果,非 言語的(絵 の)短 期保持能力が残存 していることと,
その際 失語症者は音響的 リハーサルを利用せず,視 覚表象 を利用 している ことが示唆された。
第5章 では,前 章の実験結果を受けて,刺 激の入力回路 を,失 語症者に比較的残存 しているとわ
かった視覚入力に限定 し,材料 に言語/非 言語,有 意味/無 意味の対称性 を与えることによって,
残存 している短期記憶は何かについてさ らに検討を加えた。その結果,非 言語的短期記憶成績は
健常者とほぼ同等であるが,二重符号化が利用されない点が健常者 と異なっていると推測された。
第6章 では,失語症者が具象画の記銘 に際 して視覚表象を利用できる点をさらに明確にするため,
この時,物 理的な形態情報のみが活性化されるのか,あ るいは視覚表象や概念的意味表象 も同時
に活性化 され るのか,そ してそれが保持される程度は健常者 と比べて異なるのか否か,検 討を加
えた。以上の一連 の実験か ら,記 憶に関連 して失語症者 に残存 している能力は,視 覚表象または
概念的意味表象を利用す る能力であることが示唆された。
第3部,第7章 では新 しい言語訓練法 として,「視覚表 象を用いたアプローチ」を開発 し,失
語症 の主要症状の一つである喚語困難が この方法によって改善 されるか検討 した。 「視覚表象 を
用いたアプ ローチ」 とは,呼 称できない絵の視覚表象を活性化 させて短期記憶 に保持 された状態
を作 り出 し,そ の状態で絵の名称 を聞かせ ることによって,活 性化 された視覚表象 と音韻符号 を
結合 させ,絵 の呼称 を可能にすることをめざ した訓練技法である。実験の結果 この方法は視覚
表象 を活性化できる失語症者にとって有効であることが明 らかにされた。
第4部,第8章 では本論文 を要約 し,記 憶障害の研究か ら失語症の言語治療に接近する方法論
が有効である点 を指摘 し,今後 の研究の方向性 について考察 した。本論文では,失 語症者の喚語
障害を改善 され る目的で,聴 覚的に絵 の名称 を聞かせるだけの従来の方法ではな く,視 覚表象 を
活性化される新 しい訓練法を開発 した。その結果,こ の方法による効果が一定時間持続す ること
が明 らかにされた。 しか し,こ の効果が汎化 して喚語能力そのものの改善をもた らすのか,あ る
いは長期 にわたって効果が維持されるのかについては検討 しなかった。今後 この点を確かめるた
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めに,訓 練効果に関す る縦断的研究 を行なうことが必要であると思われた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
現在,失 語症に対す る言語治療の重要性が認め られつつあるとはいえ,解 明されていない分野
が依然 として多 く残 されている。本研究は失語症者の短期記憶に関する残存能力を検 討し,言 語
訓練に応用す ることを目的 としている。そ して失語症 の主要症状である喚語 困難を記憶の問題 と
して とえらえ,認 知心理学的モデルに基づいた新しい喚語改善法の開発 を試みた ものである。
まず,筆 者が これまでに関与 してきた多数の臨床データを駆使 して,失 語症 の改善過程 と訓練
技法 の内容 を分析 している。改善過程 については,失 語症者99例の縦断的研究 によって,6-
12ヵ月で改善成績は頭打ちになることが明らか にされた。次 に訓練技法の内容 を311例で検討 し
た結果 言語療法士は訓練法の選択に際 して,言 語 または非言語アプローチの どち らを採用する
か,訓 練対象 を特定の言語機能に絞 るかまたはコミュニケーション全般にするか,と いった観点
で訓練法 を選択 していることを明 らか にしている。そ して,言 語機能以外 の認知能力に関す る残
存能力を応用 した言語訓練はほ とん ど試み られていない ことに着 目し,こ のよ うな残存能力の活
用は新 しい言語訓練法 を開発す るために重要な手がか りになる,と 述べている。
次 に,失 語症者における言語機能以外の認知能力 として記憶 を取 り上げ,以 下の一連の実験 に
よって残存能力を検討 している。 まず,失 語症における短期記憶 と長期記憶の検索の障害につい
て検 討した結果,失 語症者は記憶検索において音韻的符合 に比べ視覚表象を利用する能力の方が
残存 していることが明 らか にされた。次 に,有 意味な語音,文 字,絵 の短期保持能力を比較検討
した結果,絵 の短期保持能力が残存 していることと,そ の際 失語症者は音響的 リハーサルを利
用せず,視 覚表用 を利用 していることが示された。 これ を受けて,刺 激の入力回路 を視覚入力に
限定 し,材 料 に言語/非 言語,有 意味/無 意味の対称性 を与 えて,残 存 している短期記憶を検討
した結果,非 言語的短期記憶ゐ成績は健常者 とほぼ同等であるが,二 重符号化が利用されない点
が健常者 と異なっていることが示された。最後に,具 象画の記銘 に際して,視 覚表象や概念的意
味表象が活性化 されるが,保 持 される程度は健常者 と比べて若干 の低下があり,こ の点が訓練の
対象 にな り得 ると説明している。
以上の知見 を背景 として,新 しい言語訓練法である 「視覚表象 を用いたアプローチ」を開発 し,
失語症の主要症状の一つである喚語障害が これによって軽減 されるかについて実験を行 なった結
果,こ の方法は喚語困難を改善するのに有効である ことが示された。
しか し,こ の方法による効果が一定時間持続することが明 らかにされた ものの,こ の効果がさ
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らに長 く持続するのか,ま た汎化 して喚語能力そのものの改善をもた らすのか についてはまだ不
明である。 この点 を補足す るため には,訓 練効果 に関す る縦断的研究や症例 の蓄積 を行な うこと
が必要であろう。
今後に課題 を残 しなが らも,特 定の要件 を満た した失語症者に対 して,有 効 に作用す る喚語改
善の新 しい訓練技法が提供された ことは,失 語症の言語治療学の進歩に貢献す るものであ り,高
く評価できる。よって,博 士(教 育学)の 学位 を授与す るに適当と認める。
教27
